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小
磯
画
伯
の
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
当
時
神
戸
新
聞
の

ＭｎＨＴ１Ｈ１
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☆
小
磯
良
平
画
伯
の

表
紙
絵
と
と
も
に

小
磯
良
平
没
後
十
年
特
集
を
最
後
に
、
ダ
ウ
ン
誌
月
刊
神
戸

っ
子
の
三
十
七
年
八
か
月
の
リ
ト
ル
マ
ガ
ジ
ン
ス
タ
イ
ル
か
ら
Ｂ

５
版
の
大
型
版
形
に
か
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
、
同
時
に
、
表
紙
絵
〃
小
磯
良
平
の
世
界
〃
も
十
一
月
号

の
「
斉
唱
」
を
掲
載
し
て
四
五
○
号
を
も
っ
て
新
し
い
表
紙
に

な
り
ま
す
。

小
磯
良
平
画
伯
が
戦
後
初
め
て
巴
里
へ
旅
立
た
れ
、
そ
の
帰

国
作
品
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
あ
る
巴
里
ス
ケ
ッ
チ
が
昭
和
三
十

六
年
の
五
月
号
（
創
刊
三
号
）
に
登
場
し
た
清
々
し
さ
は
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

B＋

J1塾Ｌ華筆i雀

学
芸
部
長
で
あ
っ
た
青
木
重
雄
先
生
が
関
西
学
院
大
学
の
ご
出

身
で
、
後
輩
の
小
泉
康
夫
前
編
集
長
（
兄
）
を
御
影
の
ア
ト
リ
エ

へ
同
行
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
が
発
端
で
す
。

私
も
宝
塚
の
ス
タ
ー
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
と
ア
ト
リ
エ
に
ご
一

緒
し
た
と
き
が
小
磯
画
伯
と
の
初
め
て
の
出
会
い
で
し
た
。
竹

ペ
ン
が
シ
ュ
ッ
シ
ュ
ッ
シ
ュ
ッ
と
シ
ャ
ー
プ
に
走
り
、
二
十
分
ぐ

ら
い
で
デ
ッ
サ
ン
が
見
事
に
出
来
上
が
っ
た
と
き
は
、
名
人
芸

の
極
致
。
し
ば
し
圧
倒
さ
れ
て
荘
然
と
し
、
胸
が
苦
し
く
な
る

ほ
ど
の
衝
撃
で
し
た
。

当
時
は
、
ま
だ
表
紙
が
モ
ノ
ク
ロ
し
か
使
え
ず
、
そ
の
お
か

げ
で
描
き
下
し
の
デ
ッ
サ
ン
を
数
々
掲
載
で
き
た
こ
と
は
幸
せ

で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
東
京
芸
大
の
大
学
紛
争
が
激
し
く
な
り
、
小
磯

教
授
は
学
生
と
の
話
し
合
い
に
、
必
ず
出
席
さ
れ
、
多
忙
と
な

ら
れ
描
き
下
し
か
ら
今
迄
に
写
し
た
写
真
か
ら
使
用
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
他
の
教
授
陣
は
逃

げ
て
い
る
方
が
多
か
っ
た
そ
う
で
、
最
後
ま
で
学
生
た
ち
と
話

し
合
わ
れ
、
気
骨
の
あ
る
小
磯
画
伯
の
姿
勢
は
、
普
段
、
静
か

で
、
穏
や
か
な
お
人
柄
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
こ
と
で
し
た
。

御
影
の
ア
ト
リ
エ
へ
毎
月
お
伺
い
す
る
う
ち
、
戦
前
の
神
戸
話

し
を
お
聞
き
す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

朝
、
九
時
半
に
伺
っ
て
三
十
分
。
十
時
に
な
る
と
女
性
の
モ

尾自皇一竪嬰
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鴬
恥

月刊神戸っ子４５０号記念表紙コレクション

デ
ル
が
や
っ
て
き
て
、
デ
ッ
サ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
ア
ト
リ
エ

の
北
の
窓
か
ら
の
自
然
光
が
制
作
の
ひ
と
と
き
を
彩
り
、
〃
光

と
影
〃
の
小
磯
芸
術
の
一
端
を
垣
間
見
た
思
い
で
、
先
生
が
〃
絵

の
虫
〃
の
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

友
人
で
詩
人
の
竹
中
郁
先
生
と
作
家
の
白
川
渥
先
生
ら
と
小

磯
画
伯
は
よ
く
ゴ
ル
フ
に
で
か
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
仲
間
の

「
寓
難
会
」
は
、
画
伯
の
デ
ッ
サ
ン
が
賞
品
だ
と
聞
き
、
う
ら

や
ま
し
い
限
り
で
す
。

お
嬢
さ
ん
の
邦
子
さ
ん
が
巴
里
か
ら
帰
ら
れ
て
か
ら
は
、
お

孫
さ
ん
も
ご
一
緒
と
な
り
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
奥
さ

ま
が
な
く
な
ら
れ
て
か
ら
の
晩
年
は
、
毎
朝
、
御
影
界
隈
を
リ

ハ
ビ
リ
も
か
ね
て
、
邦
子
さ
ん
と
散
歩
さ
れ
て
お
ら
れ
、
絵
を

描
く
こ
と
に
普
段
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
そ
の
真
禁
な
姿
勢
に
頭
が
下
る
思
い
で
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
六
日
は
寒
い
日
で

し
た
。
甲
南
病
院
の
主
治
医
の
宮
崎
先
生
と
ご
縁
が
あ
っ
て
お

知
ら
せ
を
聞
き
、
御
影
の
お
宅
へ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
画
伯

と
の
お
別
れ
に
伺
え
た
の
で
す
。
ご
葬
儀
は
神
戸
教
会
で
し
た
。

没
後
十
年
。
な
ん
と
時
の
流
れ
の
早
い
こ
と
か
…
。

あ
れ
か
ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
り
、
二
、
三
月
号
を

二
月
末
に
発
行
し
、
明
る
い
花
の
絵
が
表
紙
を
飾
り
、
司
馬
遼

太
郎
先
生
の
〃
世
界
に
た
だ
一
つ
の
神
戸
〃
田
辺
聖
子
先
生
の

〃
街
は
潰
れ
て
も
神
戸
っ
子
気
質
は
潰
れ
な
い
〃
を
初
め
三
十

数
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
神
戸
っ
子
読
者
を
励
ま
し
ま
し
た
。

次
号
か
ら
Ｂ
５
版
に
な
る
神
戸
っ
子
は
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル

を
若
い
ス
タ
ッ
フ
で
二
十
一
世
紀
へ
の
〃
夢
〃
を
賭
け
て
ス
タ

ー
ト
し
て
参
り
ま
す
。

心
か
ら
敬
愛
す
る
小
磯
先
生
、
長
い
間
表
紙
絵
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
レ
イ
ア
ウ
ト
を
ご
担
当
い
た
だ
い
た
石
阪

春
生
先
生
、
お
世
話
い
た
だ
い
た
嘉
納
邦
子
様
に
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

幸
あ
れ
リ
ト
ル
マ
ガ
ジ
ン
神
戸
っ
子
１
．
小
泉
美
喜
子

〈
鼎
糊
戸
っ
子
編
集
号

3３
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〒
６
５
穴
ｂ
・
０
０
１
２

洲
本
一
ｍ
宇
山
３
．
５
．
躯

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
９
．
２
２
．
１
０
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
９
．
２
２
．
６
０
２
０

乙乙
祝月刊神戸っ子４５０号

乙乙
祝月刊神戸っ子４５０号

有
限
会
社
テ
ィ
エ
ス
プ
ラ
ン

本
社
薬
局
朝
霧
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

代
表
取
締
役
霜
寄
敏
文

〒
６
７
３
．
０
８
６
６

明
石
市
朝
霧
町
３
・
お
・
⑫

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
９
１
１
．
１
５
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
９
１
１
．
１
５
７
６

〒
６
戸
ｂ
５
．
０
８
７
３

神
一
戸
市
垂
水
区
青
山
台
１
．
瓢
・
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
７
５
１
．
５
２
１
６
～
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
７
５
１
．
７
６
９
６

ＴＨＥＫＯＢＥＣＣＯＴＨＥＫＯＢＥＣＣＯＴＨＥＫＯＢＥＣＣＯ

有
限
会
社
テ
ィ
エ
ス
プ
ラ
ン

本
社
薬
局
朝
霧
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

代
表
取
締
役
霜
寄
敏
文

〒
６
７
３
．
０
８
６
６

明
石
市
朝
霧
町
３
・
お
・
⑫

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
９
１
１
．
１
５
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
９
１
１
．
１
５
７
６

東
洋
紙
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
朝
日
徹
夫

２１世紀の新しい神戸を見つめて

古きをたずね新しい工夫を重ねて

愛する街にクリエイティブな

文化発信を贈ります。

２１世紀の新しい神戸を見つめて

古きをたずね新しい工夫を重ねて

愛する街にクリエイティブな

文化発信を贈ります。

1998年11月1998年11月

淡
路
信
用
金
庫

会
長
瀧
川
福
市

豊
長
瀧
川
好
美

株
式
会
社
毎
日
放
送

代
表
取
撒
会
長
斎
藤
守
慶

〒
５
３
０
．
８
３
０
４

大
阪
市
北
区
茶
屋
町
Ⅳ
・
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
．
３
５
９
．
１
１
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
．
３
５
９
．
３
５
０
２

財
団
法
人
井
植
記
念
会

豊
長
井
植
貞
雄

三
輪
運
輸
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
三
輪
吉
郎

代
表
取
締
§
長
三
輪
武

〒
６
５
１
．
０
０
７
２

神
一
戸
萌
央
区
脇
浜
町
２
血
ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
２
５
１
．
５
０
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
２
５
１
．
４
５
２
５

コ
ー
ナ
ン
建
設
株
式
会
社

代
爵
卿
社
長
原
真
一

〒
６
５
１
．
０
０
８
６

神
一
Ｐ
噸
央
区
磯
上
迦
６
ｉ
§

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｋ
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
２
２
１
．
６
２
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
２
５
２
．
１
３
５
０

株
式
会
社
ド
ン
ク

代
表
取
締
役
社
長
藤
井
太
一
郎

3４

株
式
会
社
ド
ン
ク

代
表
取
締
役
社
長
藤
井
太
一
郎

有
限
会
社
中
林
商
店

〒
６
５
８
．
０
《
Ｕ
く
ろ
く
Ｌ

神
一
戸
市
東
灘
区
田
中
町
３
．
四
・
皿

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
４
４
１
．
２
０
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
４
４
１
．
５
８
５
８

東
洋
紙
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
朝
日
徹
夫

有
限
会
社
中
林
商
店

代
表
取
徽
社
長
中
林
淳

〒
６
６
３
．
８
２
０
３

西
宮
市
溌
津
町
３
．
５
中
林
ビ
ル
（
捗
広
築
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
８
．
６
６
．
０
９
４
１

０
７
９
２
．
３
６
．
０
２
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
８
．
６
６
．
０
９
６
９

デ
イ
テ
ィ
エ
ス
エ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
大
下
幸
夫

デ
イ
テ
ィ
エ
ス
エ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
大
下
幸
夫

〒
侍
ｂ
岸
、
《
ｂ
・
ｏ
ｏ
５
５
５

大
阪
市
浪
速
区
芦
原
１
．
３
．
姐

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
．
５
６
７
．
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
．
５
６
１
．
３
０
０
３
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一
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東
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中
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・
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４
４
１
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２
０
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
４
４
１
．
５
８
５
８

代
表
取
締
役
社
長
中
林
淳

〒
６
６
３
．
８
２
０
３

西
宮
市
深
津
町
３
．
５
中
林
ビ
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芦
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〒
《
○
５
（
西
・
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
６
ｎ
Ｏ

神
一
戸
市
東
灘
区
住
吉
山
手
４
．
胆
．
、

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
８
１
１
．
０
８
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
８
４
３
．
０
２
４
４

〒
６
Ｐ
ｂ
２
ｏ
０
８
０
ワ
Ｈ

神
戸
市
兵
庫
区
水
木
通
４
．
１
．
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
５
７
７
．
１
０
０
１

Ｆ
口
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
ｏ
ｏ
・
Ｐ
。
”
ｒ
句
Ｉ
．
（
Ｕ
５
６
７

外国婦人頭部1929(昭和4)年

コンテ・紙26.1×43.5

神戸市立小磯記念美術館所蔵

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
妬
周
年
記
念

貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
公
演

「
ぐ
る
み
割
り
人
形
」
全
幕

堤
俊
作
／
指
揮
関
フ
ィ
ル
／
演
奏

蛎
月
妬
日
（
金
）
Ｐ
Ｍ
６
“
釦
開
演

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

Ｓ
５
０
０
０
円
Ａ
４
０
０
０
円
Ｂ
３
０
０
０
円

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
８
６
１
．
２
６
０
９

財
団
法
人
小
原
流

理
事
長
小
原
規
容
子

知
香
流

み
や
び
流
押
絵

東
書
道
会

会
長
井
茂
圭
洞

家
元
一
一
代
目
小
西
絹
甫

〒
６
５
９
．
０
０
６
５

芦
屋
市
公
光
町
３
．
咽

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
７
．
３
４
．
１
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
７
．
３
４
．
１
０
０
１

主
宰
瀬
戸
内
美
八

〒
７
７
０
．
０
８
６
６

徳
島
亜
霞
５
．
廻
・
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
６
．
２
３
．
５
８
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
８
６
．
２
３
．
５
８
１
０

F15

家
元
成
瀬
香
梅

副
家
元
成
瀬
香
泉

〒
６
５
７
．
０
０
３
８

神
一
戸
市
灘
区
深
田
町
２
．
３
．
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
８
５
１
．
８
１
１
３

関
西
日
印
文
化
協
会
会
長

日
本
ネ
パ
ー
ル
文
化
友
好
協
会
会
長

神
戸
ユ
ネ
ス
コ
協
会
名
誉
会
長

桑
原
泰
業

〒
６
５
１
．
１
１
１
２

神
戸
市
北
区
鈴
剛
台
東
町
９
．
７
・
お

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
５
９
１
．
５
６
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
５
９
１
．
５
６
３
３

株
式
会
社
美
容
室
エ
リ
ザ
ベ
ス

代
表
取
樋
社
長
八
木
美
彩
代

〒
６
５
０
．
０
０
２
１

神
一
戸
市
中
央
区
三
宮
町
２
．
６
．
４
．
３
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
３
１
．
８
８
９
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
３
１
．
４
９
１
７

神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会

会
長
森
美
代
子

代
表
幹
事
藤
本
ハ
ル
ミ

〒
６
５
０
．
０
０
０
３

神
一
戸
市
中
央
区
山
本
通
２
．
２
．
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
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７
８
．
２
４
２
．
５
６
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
２
２
２
．
５
８
７
５

讃
岐
ご
は
ん
く
ら
ぶ

遠
藤
寿
代

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
ォ
ひ
ま
わ
り

〒
７
６
１
．
８
０
７
４

高
松
市
太
田
上
町
７
８
３
．
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
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今
年
度
の
さ
ん
ち
か
接
客
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
、
紳
士
洋
品
リ
リ
ア
ン

の
武
田
時
子
さ
ん
。
全
業
種
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
ｎ
名

の
さ
ん
ち
か
販
売
員
が
、
５
分
間
に
客
役
が
投
げ
掛
け
る

質
問
や
ク
レ
ー
ム
に
対
応
し
、
接
客
能
力
を
競
い
あ
っ
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
こ
と
が
、
武
田
さ
ん
の
販
売

意
識
を
大
き
く
変
え
た
。
お
客
さ
ま
と
接
す
る
度
に
「
笑

顔
、
姿
勢
、
声
の
掛
け
方
は
よ
か
っ
た
か
」
と
心
の
中
で
反

復
し
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
接
客
を
心
掛
け
る
。

販
売
歴
２
年
。
店
の
中
で
は
ま
だ
ベ
テ
ラ
ン
と
は
い
え

な
い
。
仕
事
を
始
め
た
の
は
、
と
に
か
く
働
か
な
け
れ
ば

ー

ｰ

つ

心の伝わる接客をめざして

武田時子
＜(株)リリアン勤務＞

一

＝

撮
影
／
池
田
年
夫

な
い
情
況
に
陥
っ
た
か
ら
と
い
う
が
、
実
は
実
家
も
商
売

を
さ
れ
て
お
り
、
「
血
は
争
え
ま
せ
ん
ね
」
と
笑
う
。

本
格
的
に
店
で
働
く
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
「
毎
日
、
上

司
や
先
輩
の
接
客
を
側
で
見
る
こ
と
が
す
ご
く
勉
強
に
な

っ
た
」
と
い
う
。

お
客
さ
ま
の
ほ
と
ん
ど
は
男
性
。
退
職
し
て
、
何
を
ど

う
着
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
相
談
に
く
る
人
に
「
こ
ん

な
意
外
な
服
も
似
合
う
ん
だ
」
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と

が
嬉
し
い
。
「
お
し
ゃ
れ
す
る
楽
し
さ
に
気
付
い
て
も
ら
う

こ
と
が
、
洋
服
だ
け
じ
ゃ
な
く
他
の
い
ろ
ん
な
事
に
ト
ラ

イ
な
さ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
…
」
と
い
う
言
葉
に
、
武

田
さ
ん
の
精
挿
が
感
じ
ら
れ
る
。

場
所
柄
、
地
方
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
さ
ん
ち
か
。

『
神
戸
に
さ
ん
ち
か
が
あ
り
、
さ
ん
ち
か
に
リ
リ
ア
ン
と
い

う
店
が
あ
る
。
そ
の
店
に
〃
あ
の
人
〃
が
い
る
か
ら
寄
っ

て
行
こ
う
か
と
、
お
客
さ
ま
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
販
売

員
に
な
り
た
い
」
。

ｎ
月
⑫
日
に
は
、
他
２
名
の
入
賞
者
と
共
に
接
客
日
本

一
コ
ン
テ
ス
ト
近
畿
予
選
会
に
出
場
す
る
。
全
Ｊ
都
一
ｓ
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神戸っ子,ｇＢ
－‐‐一一一詞

流線型の翼Iこ乗せて

衣川秀樹
く三宮写真室代表取締役社長＞

潤
呈
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f

エョ静厚冒凸

■

早
』

言
曽
二
＄
冒
昌
②
⑯
一
言
塁
⑦
家
③
壱
⑦

古
田
和
香
子
さ
ん
〈
社
団
法
人
家
庭
養
護
促
進
協
会
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
〉

3８

紳
戸
の
お
・
嫁
さ
ん
函く

子
ど
も
に
安
ら
ぎ
を
あ
た
え
る
笑
顔

『

０
Ｉ

大
学
で
社
会
福
祉
を
勉
強
し
、
社
会
福
祉
士

の
国
家
資
格
を
取
得
。
卒
業
と
同
時
に
、
親
が

育
て
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
里
親
を
求
め
る

活
動
を
続
け
て
い
る
民
間
の
児
童
福
祉
機
関

「
家
庭
養
護
促
進
協
会
」
に
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
勤
務
し
、
二
年
半
に
な
る
。
な
か
な
か
困
難

な
仕
事
で
あ
る
だ
け
に
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い

こ
と
が
多
い
が
、
も
ち
ま
え
の
明
る
い
性
格
と

ポートアイランド北公園にて掴影／米田英男

Ｉ

，
０
ｆ
Ｉ
》

蝿
１
１
・
’
１
い
ず車一

一
画
１
．
が
．
卜
Ⅱ
■
晶
安
鱈
ｒ
ｒ
－

、

i鵬夢①

ａ

■

ａ

推
薦
者
橋
本
明

社
団
法
人
家
庭
養
護
促
進
協
会
事
務
局 黛一

て

』

R＝

一二這琴３．－ｓ 曙J率

■

１

｡

律
二

■

写
真
の
よ
う
な
若
々
し
い
笑
顔
で
積
極
的
に
何

事
に
も
と
り
く
ん
で
い
る
。

「
子
ど
も
が
い
い
笑
顔
を
見
せ
た
り
、
成
長
し

て
い
く
姿
を
見
る
の
が
楽
し
い
」
と
い
う
の
が
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
今
の
思
い
で
も
あ
る
。

ス
キ
ュ
ー
バ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
習
っ
て
イ
ル
カ

と
泳
ぐ
の
が
夢
、
と
い
う
現
代
的
な
女
性
で
あ

る
。

P
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｣

言
閏
皇
⑦
ヨ
畠
③
の
二
①
皇
⑮
宗
⑤
琴
⑦

部
押
言
ア
の
お
・
嫁
さ
ん
》

神
戸
の
ま
ち
を
愛
す
る
心
と
と
も
に

佐
々
木
久
子
さ
ん
〈
株
式
会
社
関
西
総
合
研
究
所
研
究
員
〉

１

１
１
国

〕

『
震
災
で
華
や
か
な
神
戸
の
ま
ち
が
、
一
瞬
に

し
て
姿
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。
自
分
も
、
大
好

き
な
こ
の
ま
ち
の
再
生
に
か
か
わ
り
た
い
』
当

時
、
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
の
学
生
だ
っ

た
彼
女
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
専
門
と
す
る
私
の

研
究
室
を
訪
れ
た
き
っ
か
け
は
三
年
前
の
大
震

災
で
し
た
。

そ
の
後
、
彼
女
は
私
の
研
究
室
に
所
属
し
、

被
災
地
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
で
実
践
的
に
ま

ち
づ
く
り
を
学
び
、
修
士
課
程
を
経
て
今
春
、

都
市
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
職
に
就
き
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
勝
ち
気
で
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
あ
る

佐
々
木
さ
ん
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
女

性
で
す
。

推
薦
者

乾
亨

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授

OB涙ｈ

ポートアイランド北公団にて

3９
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９月26日、源平ゆかりの地、須磨

ではじめて、源平に扮した子ども達

による行列があった。一行は綱敷天

満宮を出発して須磨寺までを往復

し、華やかなる時代の歴史絵巻が繰

りひろげられた

９月30日、「まなびビア兵庫'98」の開会式が行

われた。前夜祭では三枝成彰さんのコンサートも

開かれ、フェスティバルが華やかにスタートした

幸
一
。

認岸-.￥
，極Ｉ潟

仏
Ｌ

庁Ｚｆ

害
誕

1

■｣a

1

■｣a

螺
筑
聴淵ii〃恋

ｌＬｆ１

;『ツ

蝋

ｉｉｉ

●

¥

胸

一魂

ヤ,『

1

日日

評
Ｌ

少
Ｉ

４ 西

ロ

↑→神戸アーティストの集い'98開く
霊蝿ル

､､

豆識Hjf
制』

可

翁、
可

翁、

悪悪

９月25日、生田神社会館で神戸アーティスト

の集いが開かれた。今年新しく兵庫県立近代美

術館の館長に就任した木村室信さんを迎え、神

戸を中心に活躍中のアーティスト達が一堂に会

し、親睦を深めた。

（

↓まなびビア兵庫'98スタート

喝

小

管 亜

１
１

神戸スナップ

〈
ロ
』
昌
一

『
手
陸

童
』
Ｊ

吾
、

↓子ども達が源平武者行列
を再現

蝉
｝
■
』

,ゾ

画毎

pＩｆＩｉ

画毎

孝
粕

色

鰯
一鋤、

９月26日、地下鉄西神南駅の西隣に

トヨタの全チャネルの車を気軽に乗り

比べられる試乗センター｢ライドワン」

がオープンした。実費程度でレンタル

でき、一般道を試乗することができる

臆
Ｌ

戸

Ⅱ

11Ｗ”

↓ふれあいフェスティバルはなやかに！

澱

捲!§

Ｆル
Ｐ
」
』
』

夏を思わせるような晴天の10月3,4日、明石城公園にてふれ

あいフェスティバルが催された。アジア地域を中心に国際色

豊かなブースが並び、訪れる人々を楽しませていた。セレモ

ニーではふれあいの祭典10周年を記念して公募された、合唱

曲｢いくたびか｣が500人の県民大コーラスによって披露された

園目

Ｉ

幸
一
。

へｂ

jＭ

↑トヨタ試乗センター、

｢RIDEONE」デビュー
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１０月１０日から１１日にかけて､'98神戸ジャズストリー

トが華やかに繰り広げられた。地元はもちろん、遠くか

らたくさんのジヤズファンが詰めかけた。ＮＨＫ神戸跡

では、神戸ふれあいパーク'98と題し、チビッ子に人気

のキャラクターと写真が写せるコーナーや、異人館を描

いた村上美穂さんの絵の展示などのブースが並び、大人

も子どもも楽しんでいた。また、ステージには、来年の

大河ドラマに出演する中村勘九郎さんと東山紀之さんが

超'ﾛ

１０月６日、国際フィルハーモニー管弦楽団国際親善ツアーの

神戸公演が神戸松方ホールにて行われた。開演に先立ち文化活

動に長きにわたり支援を続けているモンブラン社により、レセ

プションパーティーがハーバーランドニューオータニで開かれ

た。国境を越えて若い音楽家を育てていく同楽団の姿勢にモン

ブラン社が賛同し、各地での公演は成功を修めている。写真は

レセプション会場を訪れた指揮者兼ピアニストのユストス・フ

ランツ氏（左）とモンブランジャパン社社長ジャン・パトリッ

ク・シュミッツ氏（右）

かけつけて、復興する神戸にエールをおくった睦

Ｗ

←しあわせの村で

フェア開催

弓

1ｋ

１
４
戸

詔目ごうべ福祉･健展ﾌｴｱ

侭呂降､：

b品‘Ｉ
一

Ｆ
ｒ

、

参加した各店では、ライブがおこなわれ、

たくさんのお客さんがジャズのリズムに

揺れていた

写真上：ＳＯＮＥ写真下：味加味

過野。

↑没後10年小磯良平展

で西洋画の本流を再現

鼠蝶蕊

９月１２日からの「没後1０

潟
二
・

【
走
匡

↓国際フィルハーモニー管弦楽団国際親善ツアー

第９回こうべ福祉・健康フ

ェアが、秋晴れの10月１１日、

しあわせの村で開かれ、さま

ざまな催しが開かれた。バザ

ーや模擬店がたくさん並び、

ステージではゴジラのショー

や、手話通訳付きの漫才がお

こなわれ、楽しいイベントと

なった

年小磯良平展」が１１月８日

で終幕。来館者は、日本人

が摂取した西洋画の本流に

魅せられた。レセプション

に出席した画伯の次女・嘉

納邦子さんは、お気に入り

の「肩掛けの女」の前でに

っこり。門下生の石阪春生

さんら新制作協会のみなさ

んも駆け付けた
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サロン・デ・モード中西勤務柴田グループ代表取締役

し
、
今
後
す
で
に
展
開
し
て
い
る
ジ
バ
ン
シ
ィ
、

ク
リ
ッ
ィ
ァ
と
並
び
、
核
に
な
る
ブ
ラ
ン
ド
で

す
。中
西
唖
周
年
は
娠
換
期
だ
っ
た
訳
で
す
ね
。

非
常
に
う
ま
く
、
時
代
の
流
れ
を
見
極
め
ら
れ

た
気
が
い
た
し
ま
す
が
…
。

柴
田
お
か
げ
様
で
。
３
つ
の
Ｍ
が
す
ご
く
大

事
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
「
マ
ー
チ
ヤ
ン
ダ
イ
ジ
ン

グ
（
商
品
企
画
・
開
発
）
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
販

売
促
進
）
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
表
し
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
三
位
一
体
で
決
し
て
一
人
歩

き
し
な
い
ん
で
す
よ
。
特
に
重
要
な
の
が
マ
ー
ケ

ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

4２

創業115周年を迎え、

英国王室エリザベス女王ご用達の

"ハーディ･ミニス社"と提携
輸入毛織物専門商社として､企画提案型の「スタイリングハウス」

をめざしてますます飛躍する柴田グループの柴田音吉社長をお迎

えし、２１世紀に向けての抱負を語っていただいた。

中西悠花さんＶＳ柴田音吉社長

創
世
紀
に
向
け
、
新
し
い
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
の
形
を
追
求

中
西
手
づ
く
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
力
を
注
が
れ

て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
で
す
か
。

柴
田
服
地
の
仕
入
れ
も
私
自
身
で
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
洋
服
づ
く
り
も
、
熟
練
の
技
術
の

粋
を
尽
く
し
て
作
り
あ
げ
る
ハ
ン
ド
メ
ー
ド
の

伝
統
を
守
り
つ
つ
、
新
し
い
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

の
形
「
ス
タ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
」
で
、
企
画
提
案

型
の
ス
タ
イ
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。中
西
ス
タ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
と
い
う
の
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

柴
田
こ
れ
は
私
が
考
案
し
て
名
付
け
た
も
の

な
ん
で
す
が
、
店
頭
に
ス
タ
イ
ル
を
提
示
し
、

お
客
さ
ま
に
実
際
に
着
用
し
て
い
た
だ
い
て
、

中
西
創
業
唾
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
ぞ
感
慨
が
お
あ
り
で
し
ょ
う
。

柴
田
は
い
。
大
震
災
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
、
運
が
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
明

治
逓
年
に
初
代
柴
田
音
吉
が
日
本
人
で
最
初
の

テ
ー
ラ
ー
と
し
て
元
町
３
丁
目
で
開
店
し
て
か

ら
で
す
か
ら
。

秘
訣
は
「
本
業
以
外
は
手
を
出
さ
な
い
こ
と
。

手
づ
く
り
の
仕
事
に
徹
す
る
こ
と
。
紳
士
物
を
中

心
に
手
掛
け
る
こ
と
」
で
す
。

中
西
な
る
ほ
ど
。
ポ
リ
シ
ー
を
揺
る
が
さ
ず
家

業
を
全
う
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
で
も
、
ポ

リ
シ
ー
を
持
っ
て
い
て
も
作
り
手
が
い
な
い
と
…
。

そ
の
点
、
先
程
工
房
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
職
人
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

す
ね
。

柴
田
え
え
。
経
験
如
年
の
超
ベ
テ
ラ
ン
の
職
人

さ
ん
を
始
め
、
経
験
師
年
以
上
の
職
人
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
仰
い
て
い
ま
す
。
本
店
で
は
、
恥
人

さ
ん
も
モ
ー
ニ
ン
グ
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
に
グ
レ
ー
の

ベ
ス
ト
を
着
て
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
実
際
に
ハ
ン
ド
メ
ー
ド
の
プ
ロ

セ
ス
を
み
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
お
客
様
に
安
心

感
を
持
っ
て
い
た
だ
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
お
か

げ
様
で
す
ど
く
好
評
で
す
よ
。

中
西
と
こ
ろ
で
、
唖
周
年
を
機
に
フ
ラ
ン
ス

の
ド
ー
メ
ル
社
に
か
わ
っ
て
ハ
ー
デ
ィ
・
ミ
ニ

ス
社
と
提
携
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

柴
田
そ
う
で
す
ね
。
ド
ー
メ
ル
社
と
は
、
１

９
１
５
年
以
来
３
世
代
弱
年
に
わ
た
る
取
引
関

怖
周
年
を
迎
え
て

係
で
し
た
が
、
量
販
志
向
を
強
め
る
ド
ー
メ
ル

社
と
の
販
売
方
針
の
不
一
致
に
よ
り
終
止
符
を

う
ち
ま
し
た
。

し
か
し
、
唯
一
の
英
国
王
室
エ
リ
ザ
ベ
ス
女

王
ご
用
達
の
毛
織
物
商
社
ハ
ー
デ
ィ
・
ミ
ニ
ス

社
と
の
提
棚
が
成
立
し
、
来
春
物
よ
り
「
Ｊ
＆

Ｊ
ミ
ニ
ス
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
英
国
服
地
の
神

髄
と
賞
賛
さ
れ
る
、
極
上
の
紳
士
服
地
を
お
届

け
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ブ
ラ
ン

ド
は
世
界
別
力
国
に
輸
出
さ
れ
、
英
国
の
マ
ー

チ
ャ
ン
ト
と
し
て
最
初
に
日
本
に
輸
入
さ
れ
た

ロ
イ
ヤ
ル
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
と
し
て
プ
レ
ス
テ

ー
ジ
な
イ
メ
ー
ジ
が
高
く
、
ハ
ン
ド
メ
ー
ド
の

最
高
級
オ
ー
ダ
ー
向
け
で
す
。

中
西
他
の
ブ
ラ
ン
ド
も
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
す
か
。

柴
田
同
社
の
も
う
一
つ
の
英
国
王
室
ご
用
達
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
る
「
ジ
ョ
ン
．
Ｇ
・
ハ
ー
デ
ィ
」
を

来
秋
・
冬
か
ら
展
開
し
ま
す
。
こ
れ
は
チ
ャ
ー
ル

ズ
皇
太
子
の
ご
愛
用
で
す
。

中
西
今
迄
よ
り
一
層
高
級
な
イ
メ
ー
ジ
で
、

柴
田
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
提

携
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

柴
田
初
代
音
吉
も
明
治
天
皇
陛
下
の
お
召
し

服
を
挑
え
、
現
在
も
今
上
天
皇
陛
下
に
服
地
を

お
納
め
す
る
と
い
っ
た
共
通
点
が
あ
る
し
、
高

級
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限
定
し
た
販
売
方
針
も
一

致
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
ミ
ニ
ス
社
は
そ
ん
な
大
々
的
に

は
活
動
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
を

機
に
有
名
デ
パ
ー
ト
の
オ
ー
ダ
ー
売
場
や
一
流

テ
ー
ラ
ー
に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
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そ
れ
に
基
づ
い
て
服
を
お
つ
く
り
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
仕
上
が
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
分
か
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
な
ん
で
す
。

中
西
お
客
様
の
好
み
も
と
り
入
れ
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

柴
田
あ
る
程
度
ど
ん
な
ス
タ
イ
ル
も
可
能
で

す
が
、
原
型
は
崩
さ
な
い
の
が
基
本
で
す
。

中
西
ス
タ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
か
。

柴
田
そ
う
で
す
ね
。
ハ
ン
ド
メ
ー
ド
は
職
人

さ
ん
が
少
な
く
な
っ
て
値
段
が
高
い
。
妬
万
～

釦
万
円
は
し
ま
す
。
か
と
い
っ
て
、
既
製
服
で

は
、
生
地
も
ス
タ
イ
ル
も
限
定
さ
れ
る
。
そ
の

点
、
ス
タ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
は
生
地
の
種
類
は
豊

富
だ
し
、
ク
リ
ッ
ィ
ア
や
ジ
バ
ン
シ
ィ
の
マ
ス

岸

&&
『
,'Ｚ

'幾１，Ｗ,、l、
一一

｢エリザベス女王ご用達の証明のたて」を持つお二人

タ
ー
ス
タ
ィ
ル
を
使
用
し
て
専
属
工
場
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
つ
く
る
の
で
、
値
段
も
そ
こ
そ
こ

で
い
け
ま
す
。
躯
万
～
加
万
円
位
で
し
ょ
う
か
。

オ
ー
ダ
ー
と
プ
レ
タ
の
中
間
と
い
え
ま
す
ね
。

銀
座
の
高
級
ク
ラ
ブ
同
様
、
注
文
洋
服
っ
て
外

か
ら
見
た
だ
け
で
は
値
段
も
出
来
上
り
も
分
か

ら
な
く
て
初
め
て
の
人
は
少
し
不
安
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
っ
た
面
で
も
ス
タ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
は
す

ご
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
よ
。
す
で

に
百
貨
店
の
コ
ー
ナ
ー
で
展
開
し
て
大
成
功
し

て
お
り
ま
す
。

中
西
最
近
は
レ
ス
ト
ラ
ン
に
し
て
も
オ
ー
プ

ン
な
も
の
が
流
行
っ
て
い
ま
す
も
の
ね
。

グ
ル
ー
プ
で
は
ど
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
が
扱

わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

柴
田
５
つ
の
主
力
ブ
ラ
ン
ド
で
櫛
成
し
て
い

ま
す
。
英
国
の
「
Ｊ
＆
Ｊ
ミ
ニ
ス
」
は
高
級
ハ

ン
ド
メ
ー
ド
専
門
。
「
ク
リ
ッ
ィ
ア
」
と
「
ジ
バ

ン
シ
ィ
」
は
ハ
ン
ド
メ
ー
ド
と
ス
タ
イ
ル
オ
ー

ダ
ー
の
両
方
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
強
い
ロ
ン
ド
ン
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
「
リ
チ
ャ
ー
ド
ジ
ェ
ー
ム
ス
」
と
ミ

ラ
ノ
を
基
地
に
最
先
端
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
「
ブ
ラ
ン
コ
・

フ
ェ
ラ
ー
ロ
」
莱
春
予
定
）
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
若

い
人
向
け
に
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
ス
は
、
万

円
前
後
で
し
ょ
う
か
。

中
西
価
格
も
お
手
頃
で
、
日
本
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
と
変
ら
な
い
の
で
す
ね
。

柴
田
そ
う
な
ん
で
す
。
で
す
か
ら
若
い
方
も

気
軽
に
百
貨
店
の
コ
ー
ナ
ー
に
足
を
踏
み
入
れ

て
く
だ
さ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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(物販店はＡＭ１０：００～ＰＭ８：００）

☆祝月刊神戸っ子４５０号記念☆

ノ、

《イントを集めるとお買物券をプレゼント。

そごうポイン|へカード

中
負

San止ica
TheNewHeartofKobe神戸･三宮さんちか

●ご入会から１年間は特別に

お買い上げ１００円につき

Ｂ％のポイントをプレゼント。
次年度からは、お買い上げ金額に応じて

7％から最高10％のポイントがつきます6

2,000ポイントごとに2,000円分の｢そごう

ポイント券(お買物券)」と交換いたしますｂ

急初年度は年会費無料。

!f鴬瀧
～午後7時30分とさせていただきます。

項

この街でL皆さまとともに

期笥７７／旧倒へ己3柵

お申し込み、ご相談はそごうボイントカード

承りカウンター<本館９階>でどうぞ。

Npq

神戸三ノ宮

そこう
神戸(OTB)２２１－４１８１

ご入会受付

迎転免許証などご本人さまを証明できるものと、銀行お届け出印をご持参ください。
※審査により、ご希望にそえない場合もございますので、ご了承ください。

期間中、さんちかレストランモール全店では

カニづくしフェアを開催します。どの店も冬

の味覚、カニを使った特別メニューをご用意

しています。それぞれのカニの味をご賞味下
さい

〒650-0021神戸市中央区三宮町1-10-1

TELO78(391)3965

営業時間／ＡＭ１０：００～ＰＭ９：００(ｵー ダー ｽﾄｯﾌﾌ

ー、 ノ
ヱ
ア

和風料理千人代官酒居麺類・井物東京そば正家

ラーメン北海ラーメン日本料理北の浜

焼鳥・酒犀羨門季節料理・寿司さかえや

サラダ料理赤ひょうたん麺類･井物錦そば

とんかつとんかつＫＹＫ和風料理食処破り子

焼き鳥・おでんこけこっ子喫茶・洋菓子ｹｰﾆﾋｽｸﾛｰﾈ

お好み焼神戸お好焼倶楽部寿司・和食福寿し

広東名菜黄老酒房・和食灘

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



☆祝月刊神戸っ子４５０号記念☆

文化と芸術との新しい出会いが、このホールから始まります

'99年６月１日神戸国際会館グラント:オーブンノ
大ホールにくさいホール｣･貸会議室ただいま御予約受付中

クラシック音楽から演劇、日本舞踊まで幅広く使用できる

ホールは、客席数2,022席。あらゆる催物に対応できる設
備を導入し、ハンディキャップのある方やお年寄り、子供
連れの方にも安心して鑑賞していただけるホールです

ホール使用料

区分 平日 土・日・祭日

午前 ９：００～１２：０ 220,000円 3（ ０，０００円

午農（ ３：００～１６：３ 380,000円 星ﾖ0,000円

夜間〈 ７：３０～２２：０ 560,000円 ６３０，０００円

終日 ９：００～２２：０ 780,000円 ９［３０，０００円

(消費税別）

凄曇差＝一

竺雲製＝一軍
一＝

豊里墓

曽轄鎧

お問合せ先／(株)神戸国際会館ホール事業部

ＴＥＬ､078-231-8162ＦＡＸ､078-231-8120

■客席

1階／1,338席Ｍ２階／32席２階／326席３階／326席計2,022席

■舞台

間口／21.6ｍ奥行／18.0ｍ高さ／9～12.6ｍ〈可動プロセニアム方式）舞台迫／1.8
ｍ×7.2,1基（3分割）花道迫／1.2ｍ×1.8ｍオーケストラボックス／3分割（約80㎡）

血仏

PLAZAUnfbanmCnristnmamsPr瞳s⑬mmr
管アダ画迩一＝常アミ窒邑唾-歴室､一二"延一

セール期間中、プラザ名店会でお買い上げのお客様に抽選券を進墨！！

抽選期間１２月１日(火)～１２月１ｓ日(日)１ｓ日間

賞品酷笥サンタの国フィンランドオーロラ観測６日の旅ペア2組4名様

11割札幌雪まつりとグルメ２泊3
12割ホテルオークラデイナーチケ
【3割プラザ5千円お買物券
【4詞ＯＳシネフェニックス映画鑑
[5割宝塚ファミリーランド入嶋券

名様：6羽プラザ500円お買物券５，０００名椎
名様Ｅ７等lキリン榊戸ビール｣またはジユ･-ス３，０００名機

300名様［末詞チョコレートもれなく

賞券１，００α名撤【セントラルパーク麺ベア入場券３０，０００名楢
１，０００名様

■12月１日から27日までの１７日間、オープン懸賞プレミアムセールも同時開催！
■その他多数イベントをご用意し、皆様のご来館をお待ちいたしております

汐

※駐ｴ誕忌313台収容料金30分250円
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■■■

鯛ﾄｱﾛｰドｸﾗﾌﾄｱﾛﾄﾌｪｱ
Ｆ～せ り鯉!【i誤騨鯛獣般I麓､鋼繍;聯舗縦-10月3.4日一

り、テンI･プーースに並ぶアーーテｆスティックな作品が訪れた人々を魅』~した。

霧異雪雲熱
ＴＯＲＲＯＡＤＣＲＡＦＴＡＲＴＦＡＩＲ’ｇＢ

欧風レストラン

ＨＩＧＨＷＡＹ
ハイウェイ

神戸市中央区下山手通213？東昌ピル1F

TELO78-33W622

11:00～15:0017:00～21:００

月・第３火休(祝日・#密休日の潟合菱日代㈱

トアロード商店街

LaRucdlIa此Ｖｍａ
神戸市中央区下山手通256中央ビル2Ｆ

TEL、078.393-0646

OPEN、１１ｓO～24とO０

ＨＯＵＤＡｙＥＶＥＲＹＭＯＮ

ﾄアロード

東亜会協同組合中央商店街復興組合
理事長上根保

神戸市中央反三憲町31-16

TELO78321-3343

理事長清水俊夫

神戸市中央区北長狭通2.59

．IELO78-332-0139

クロス
神戸市中央区北長狭通3.121

トアロード本店1垣L､078.391.1781

中蕊料理

沖仙閣
ＳＨｌＮＳＥＮＫＡＫＵ

神戸店神戸市中央区下山手通2.13.1

（生田新道トアロード寄）

梅田店

(大阪駅

TELO“

週1-1263ＦＡＸ078391.1992

上区梅田1.3.1.1200

m第一ビル12砿）

41-4071Ｆ14X･06.3455094

洋家具・ヨーロッパインテリア装飾品

カワナミ

河南工雲社
神戸市中央区三宮町２．９．７

ＴＥＬ078831.2992

10：00～１９:0０（年中無休）

三宮神社
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ノ零Ｆ

鐘

↑ぐにゃぐにゃとした椅子、お尻の座り具合がため

されるあぐら椅子を出展した稲田貴志<ん。ユニー

クなアートラジオの「ラジラジオ」の二人も個性的

'９日

蕊

↑シルバーアクセサリーの中冨姉妹。「目玉商品に、1000円の

指輪を作ったら、そればっかり売れちゃいました」

ＲＯＡＤＣＲＡＦＴＡＲＴＦＡＩＲ

』蕊hｱﾛー ドに集うクラフトﾏﾝ達
モーーーニ

零

鋸

頁

過昌

職 ；、騨稲麓
↑魔女が空を飛んでいる才川一美さんの世界

がテントの中に広がっていた
↑サンドブラスト、フェージング、宙吹きガラスな

どプロの技を見せた佐田健治さん

１「遊び心のある陶芸品を..」と根本博幸さん。撮影やショー
ウィンドウのディスプレイにもよく使われるという

↑長旅でお疲れだったので、残念ながら（スキーさ

んの木工への挑戦は見れなかった

』

Ｆ

、
風

』
、

実行委員会事務局（神戸商工会議所中央支部内）〒650-0021神戸市中央区三宮町1-9-1-805TELO78331-0012FAXO78831CO

皆様のご協力を得て、楽しいトアロード,クラフトアートフェアとなりました。来年も頑張ります｡ありがとうございました。

↑ロマンティックな夢の広がる佐々木雅美さん
のトールペインティング

ＴＯＦＲ

↑須磨離宮公園の現代彫刻展でも兵庫県立近代

美術館賞をうけた外礁秀紹さん。「ギャラリーＤ
ＥＣＯ」のオープニング展にも出展した

索

耐霞

F1

鍵霊雲雲雲雲
↑ハンドメイドの皮革製品のバッグが並ぶ田中幸樹
さんのテントブース

唾

トアロード・クラフトアートフェア実行委員会

会長小泉美喜子〈ﾄｱﾛｰｰ中央商店街振興組合）

委員長梁建緯〈トアロード中央商店街振興組合）

委員末磯隆夫（トアロード商店街東亜会協同組合副理事長）

辻井哲夫〈トアロード中央商店街振興組合副理事長）

清水俊博〈トアロード中央商店街振興組合）

岸田みちのくトアロード中央商店街振興組合）

小泉昭子〈トアロード中央商店街振興組合）

梁建宏（トアロード中央商店街振興組合）

飯島進（トアロード中央商店街振興組合）

伊藤和弘（トアロード中央商店街振興組合）

村上恵子（トアロード山手会）

有本義則（トアロード山手会）

矢代恵(ＭＥＧ建築設計事務所）

河井敏明（建築少年）

永田耕一(元町東地域協議封

大原哲誠(神戸商工会議所中央支部）
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中塞会館

中華会舘完成図

☆
ト
ア
ロ
ー
ド
に
神
戸
復
興
の
華

「
㈹
中
華
会
舘
」
会
館

■
洲
月
杷
日
に
竣
工
。
オ
ー
プ
ン
！

山
か
ら
海
へ
、
ト
ア
ロ
ー
ド
の
坂
道

を
ふ
き
ぬ
け
る
秋
風
が
爽
や
か
だ
。

Ⅲ
月
３
日
・
４
日
の
〃
ト
ア
ロ
ー
ド
・

ク
ラ
フ
ト
ァ
ー
ト
フ
ェ
ア
〃
と
「
北
野
工

房
の
ま
ち
」
の
〃
神
戸
マ
イ
ス
タ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
〃
の
成
功
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放

送
局
跡
地
で
開
か
れ
た
皿
日
、
ｎ
日
の

〃
神
戸
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
〃
の
賑
わ
い

は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ム
ー
ド
が
坂

道
に
満
ち
溢
れ
た
。
ま
た
妬
日
に
は

「
神
戸
外
国
人
倶
楽
部
」
が
オ
ー
プ
ン
。

そ
し
て
、
月
迅
日
、
波
の
よ
う
な
屋

根
の
ラ
イ
ン
と
、
品
の
い
い
縦
の
チ
ャ

イ
ナ
風
な
柱
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ス
マ
ー

ト
な
７
階
建
の
頁
社
）
中
華
会
舘
」
会
館

（
李
春
明
理
事
長
）
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

「
由
緒
あ
る
ト
ア
ロ
ー
ド
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
な
の
で
、
カ
ー
ブ
を
描
い
た
屋
根
は

山
並
み
や
、
雲
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
縦
の

皿
本
の
ラ
イ
ン
は
華
僑
の
人
々
の
団
結

力
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
」
と
（
株
）

ス
リ
ー
エ
ー
ス

Ａ
Ａ
Ａ
総
合
設
計
副
室
長
の
芝
由
文
さ

ん
。
施
工
に
あ
た
っ
た
小
林
英
博
（
株
）

大
林
組
中
華
会
舘
下
山
手
工
事
事
務
所

所
長
は
、
現
場
か
ら
「
何
し
ろ
生
田
新

道
と
ト
ァ
ロ
ー
ド
の
交
差
点
地
帯
な
の

で
、
地
下
の
解
体
や
工
事
の
音
に
気
を

使
い
ま
し
た
。
〃
品
格
の
あ
る
建
築
物

を
〃
と
〃
モ
ラ
ル
の
あ
る
ス
テ
デ
ィ
な

作
業
を
す
る
〃
が
合
い
言
葉
で
し
た
」

震
災
後
の
平
成
８
年
４
月
末
か
ら
１

年
半
、
見
本
に
風
格
あ
る
お
し
ゃ
れ
な

東亜ホール（7F）

〈
▼
州

株
式
会
社
大
林
組

神
戸
支
店
／
神
戸
門
口
央
区
西
町
弱

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
７
８
１
３
３
２
１
６
４
０
１

ス
リ
‐
‘
工
．
ス

株
式
会
社
Ａ
Ａ
Ａ
総
合
設
計

大
阪
市
北
区
本
庄
西
１
．
９
．
過

朝
日
プ
ラ
ザ
北
梅
田

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
６
‐
３
５
９
１
７
２
３
０

社
団
法
人
中
華
会
舘

神
戸
行
口
央
区
下
山
手
通
２
．
週
・
９

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
７
８
．
３
９
２
‐
２
７
１
１
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中
華
会
舘
が
、
三
宮
の
不
景
気
を
ふ

っ
と
ば
す
震
源
地
に
な
っ
て
ほ
し
い
も

の
。

堀
如
月
１
日
か
ら
神
戸
市
の
景
観
形
成

肺
条
例
の
第
一
号
認
可
を
受
け
た
ト
ァ
ロ

誌
－
ド
。
ハ
イ
カ
ラ
の
伝
統
を
脈
々
と
受

痘
け
継
ぎ
、
新
し
い
〃
華
〃
が
咲
い
た
。

一T嗣廼

中
華
会
舘
が
完
成
し
た
。

洗
恵
昭
（
社
）
中
華
会
舘
副
理
事
長
管

理
部
長
は
「
、
月
班
日
皿
時
半
が
落
成

式
、
１
週
間
は
祝
賀
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
〃

東
亜
ホ
ー
ル
〃
（
７
Ｆ
・
２
０
０
人
収

容
）
で
開
き
ま
す
。
名
付
け
親
は
山
手

会
会
長
の
中
西
省
吾
会
長
。

６
階
は
事
務
所
と
会
議
室
で
、
神
戸

華
僑
の
拠
点
で
あ
り
、
中
国
文
化
の
発

信
地
。
こ
の
新
し
い
空
間
を
神
戸
と
世

界
の
人
々
と
の
交
流
の
場
に
と
願
っ
て

い
ま
す
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

現
場
事
務
所
に
て
。
小
林
所
長
と
芝
さ
ん

神戸トアロード店

ＯＰＥＮ

■
ト
ア
ロ
ー
ド
に
旧
日
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
（
中
華
会
舘
内
）

・
カ
ラ
オ
ケ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
「
ゆ
Ｉ
坊
』
（
２
Ｆ
～
４
Ｆ
）

・
ビ
デ
オ
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
」
（
１
Ｆ
）

「
震
災
か
ら
立
ち
あ
が
る
た
め
に
ぜ
ひ
協
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
（
株
）
大
阪

力
を
畠
洗
さ
ん
や
（
株
）
大
林
組
の
林
有
線
放
送
社
・
東
兵
庫
地
区
管
理
部
の

伯
正
さ
ん
（
神
戸
支
店
・
営
業
第
５
部
）
小
林
弘
司
部
長
は
意
欲
的
。

に
要
請
さ
れ
ま
し
て
、
私
ど
も
も
神
戸
１
階
の
ビ
デ
オ
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ

復
興
に
一
役
を
担
お
う
と
頑
張
り
ま
し
Ａ
Ｙ
Ａ
」
は
三
宮
に
初
登
場
。
ビ
デ
オ

た
。
ト
ア
ロ
ー
ド
は
、
今
神
戸
で
最
も
２
万
本
、
Ｃ
Ｄ
２
万
枚
を
揃
え
る
大
型

注
目
さ
れ
て
い
る
ス
ト
リ
ー
ト
。
店
も
店
だ
。

ト
ァ
ロ
ー
ド
ら
し
さ
上
ぜ
と
看
板
な
ど
に
２
階
か
ら
４
階
は
カ
ラ
オ
ケ
Ｂ
ｏ
ｘ

も
品
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
が
妬
室
も
。
仙
人
入
れ
る
カ
ラ
オ
ヶ
ル

新
し
い
神
戸
の
楽
し
い
名
物
に
し
た
－
ム
や
お
座
敷
ス
タ
イ
ル
も
あ
る
の
で
、

い
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
る
し
若
い
人
に
も
ア
ダ
ル
ト
に
も
Ｏ
Ｋ
だ
。

１１月１９日木曜昌

蕊〆躍。..。、妙・・藤
〆．;:,‘■■

－１．－塩ざ
》
蝿
電
電

込

箪
回 霊豊塞萌函＝

d曇電燕鮮 メ

■

鋪

|TEL078.392．SBS．

坊

蔓峡二
ｑ理ト

ヘ。＝

小林部長

神戸トアロード店

ＯＰＥＮ

篭遠国ゆ＝坊

ＴＥＬＯ７Ｂ－３ｇ２－Ｏ４４０

株
式
会
社
大
阪
有
線
放
送
社

本
社
／
大
阪
市
向
央
区
高
津
３
．
娼
・
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
６
‐
６
４
３
．
２
０
０
６

東
兵
庫
地
区
管
理
部
／
神
戸
市
中
央
区
二
宮

町
３
．
７
．
６
神
戸
フ
ク
ト
ク
ビ
ル
８
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
７
８
．
３
３
３
．
０
１
０
１

１１月１９日木曜日

鎧
トアロード店
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あらゆることがボーダレスの時代

世界に広がるアサヒビール

雲
ｉ

月刊神戸っ子

450号記念

神戸

５

闇璽毒瞳＝電電雪
一

一万一

一贈壬

ごト 密
砿

草

、，

画

ヘー

エな

塁

お
互
い
に
紅
顔
の
一
室
盲
年
だ
っ
た

戴
辱

五
霊

その気さくな人柄は、神戸支店時代とちっとも変わらない｡３８年来の友人でもある神戸の老舗バー｡ト

ム・キャンティの榊晴夫氏と久びさに神戸で歓談。世界のビール市場を展望し、中国。アメリカ・ヨー

ロッパとインターナショナルなブランドになっていくアサヒビールの姿勢を語っていただいた。

ｌ
こ
の
た
だ
な
ら
ぬ
ご
関
係
は
い
つ
ご
ろ

か
ら
で
す
か
。

榊
僕
が
店
を
し
て
拓
年
や
か
ら
、
そ
の

前
の
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
の
と
き
で
、
ほ
ろ
に

が
〈
云
の
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
や

っ
た
こ
ろ
か
ら
や
か
ら
ね
。
瀬
戸
さ
ん
は

一
番
に
会
場
に
行
っ
て
て
会
場
の
準
備
と

か
真
先
に
や
っ
て
は
っ
た
も
ん
ね
。

瀬
戸
お
互
い
に
若
か
っ
た
こ
ろ
。
そ
う
、

紅
顔
の
美
青
年
や
っ
た
こ
ろ
や
。

僕
は
昭
和
証
年
の
如
月
に
仕
事
で
神
戸

に
来
た
ん
で
す
か
ら
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら

く
し
て
榊
さ
ん
と
ブ
ル
ー
リ
ポ
ン
で
知
り

合
っ
た
。
僕
ら
は
、
夜
な
夜
な
ご
挨
拶
に

お
得
意
先
を
ま
わ
る
の
が
仕
事
で
す
か
ら
、

榎
並
正
三
さ
ん
と
か
小
曽
根
虞
造
さ
ん
と

か
神
戸
の
我
々
に
と
っ
て
は
恐
れ
多
い
人

が
い
て
、
あ
の
方
々
が
神
戸
の
バ
ー
文
化
、

食
文
化
を
築
い
て
い
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

榊
さ
ん
の
よ
う
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
い

い
人
と
い
い
お
客
さ
ま
の
両
方
で
、
神
戸

の
人
た
ち
も
憩
い
の
場
を
得
ら
れ
た
で
し

ょ
う
し
、
バ
ー
を
や
っ
て
ら
っ
し
や
る
方

も
レ
ベ
ル
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
で
し

ょ
う
。
当
時
、
第
一
線
で
お
客
さ
ま
と
ず

っ
と
接
し
て
お
ら
れ
た
方
が
が
ん
ば
っ
て

日本のビール業界でトップブランドの地位を築いた、アサヒスーパードライの立役者、瀬戸雄三社長。

(アサヒビール社長） (バー・トム・キャンティ・オーナー）

瀬戸雄三ｖｓ榊晴夫
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の
あ
と
今
年
の
９
月

鍾
に
は
全
国
バ
ー
テ
ン

癖
グ
ー
協
会
連
合
会
の

控
特
別
功
労
賞
ま
で
い

に
た
だ
い
て
し
ま
い
ま

ホと
し
た
。
名
古
屋
と
神

く銅
戸
と
京
都
の
３
人
だ

弁炉
け
だ
そ
う
で
す
。

儲
瀬
戸
榊
さ
ん
の
長

詐
ん
年
の
お
酒
を
楽
し
ま

神
さ

お
ら
れ
て
、
こ
ん
な
に
息
の
長
い
仕
事
を

し
て
る
街
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

榊
そ
こ
が
神
戸
の
え
え
と
こ
で
、
開
放
的

で
受
入
れ
体
制
も
す
ご
い
い
い
習
慣
を
も

っ
て
る
し
ね
。
も
の
す
ご
く
お
っ
ち
ょ
こ

ち
ょ
い
で
、
ち
ょ
っ
と
誉
め
ら
れ
た
ら
す

ぐ
木
に
登
る
ほ
う
だ
か
ら
ね
。

瀬
戸
神
戸
に
来
て
ア
カ
デ
ミ
ー
が
神
戸

最
古
の
バ
ー
や
い
う
ん
で
、
行
っ
た
ら
お

や
じ
さ
ん
が
「
あ
ん
た
、
瀬
戸
は
ん
の
息

子
か
、
あ
ん
た
の
お
や
じ
さ
ん
一
滴
も
飲

ま
ん
か
つ
た
け
ど
、
時
々
来
て
く
れ
た
」

い
う
て
ね
。
今
も
あ
る
で
し
よ
。
そ
れ
と

同
じ
よ
う
に
キ
ャ
ン
テ
ィ
の
榊
さ
ん
は
、

戦
後
の
新
し
い
バ
ー
の
流
れ
を
作
っ
た
人

で
す
よ
。
彼
は
違
っ
た
意
味
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
に
仲
間

も
い
い
で
す
よ
ね
。

榊
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会

の
如
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン

ト
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
の

こ
ろ
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が

５
人
残
っ
て
い
た
ん
や
。

岡
野
公
一
ぐ
ん
と
岩
崎
利

之
ぐ
ん
と
岩
田
弘
美
ぐ
ん

と
小
西
国
義
ぐ
ん
と
僕
。

瀬
戸
と
こ
ろ
で
ト
ム
．

キ
ャ
ン
テ
ィ
も
弱
周
年
や
そ
う
で
、
お
め

で
と
う
。

榊
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

瀬
戸
そ
れ
に
偉
い
賞
も
た
く
さ
ん
も
ら

っ
た
そ
う
や
ね
。

榊
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
バ
ー
テ
ン
ダ
ー

で
は
初
め
て
ら
し
い
ん
で
す
が
、
神
戸
市

の
技
能
功
労
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

自
慢
の
サ
ク
ラ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に

３
つ
の
穴

西
弁
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
、

誰
も
ふ
り
向
か
な
い
、
そ
れ
だ
け
個
性
が

無
く
な
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
、
神
戸
へ
帰

っ
て
き
て
神
戸
弁
聞
い
た
ら
ホ
ッ
と
し
ま

す
よ
。僕
は
お
や
じ
が
貿
易
や
っ
て
た
ん
で
、

居
留
地
へ
よ
く
行
っ
て
た
ん
で
す
が
、
レ

ン
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
で
買
い
物
を
し
て
ね
、

イ
ギ
リ
ス
の
も
の
が
よ
く
手
に
入
る
、
戦

争
中
に
一
番
最
後
に
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を

食
べ
た
の
が
、
昔
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
。
砂
糖
が
無
く
な
っ
て
き
た
こ
ろ
で
、

オ
リ
エ
ン
タ
ル
で
は
紅
茶
に
各
砂
糖
が
付

く
ん
で
す
よ
。
お
袋
に
つ
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
た
の
を
覚
え
て
る
な
。

せ
る
努
力
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
い
い
こ

と
や
ね
。

ｌ
神
戸
生
ま
れ
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ

ね
。瀬
戸
神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
り
で
、

山
手
小
学
校
、
神
戸
三
中
で
す
よ
。
昔
は

み
な
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
が
多
か
っ
た
ね
。

あ
の
こ
ろ
は
地
域
の
環
境
と
か
家
々
の
個

性
も
あ
っ
た
か
ら
、
個
性
に
引
か
れ
て
学

校
へ
い
っ
た
け
ど
、
今
は
均
等
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ね
。

榊
僕
な
ん
か
ど
ん
な
に
個
性
が
あ
る
か
。

瀬
戸
そ
れ
は
、
あ
り
過
ぎ
て
み
ん
な
へ

キ
ヘ
キ
し
て
る
よ
。
ハ
ハ
ハ
ハ
。

学
生
時
代
に
東
京
の
山
手
線
に
乗
る
と

ね
、
関
西
弁
し
ゃ
べ
る
と
チ
ラ
シ
と
見
る

ん
で
す
よ
。
で
も
今
は
東
京
の
人
も
関
西

弁
を
知
っ
て
き
て
「
し
ん
ど
い
」
と
か
関

アサヒビールの人たちは明るくて元気がいいと榊晴夫さん

ｌ
榊
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
に
こ
だ
わ
っ
た
ん
で
す
か
ね
。

榊
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
と
い
う
会
社
は
ね
、

社
員
の
人
の
姿
勢
が
い
い
ん
で
ね
。
瀬
戸

さ
ん
に
似
た
タ
イ
プ
が
多
く
て
ね
。
も
っ

と
も
、
瀬
戸
さ
ん
が
背
後
霊
の
よ
う
に
い

つ
も
後
ろ
に
い
る
け
ど
ね
。
（
笑
）

社
員
が
明
る
く
て
仕
事
の
話
を
し
て
て

も
イ
キ
イ
キ
と
し
ゃ
べ
っ
て
る
し
ね
。
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、皇

ｌ
榊
さ
ん
も
今
年
の
夏
は
三
昧
物
語
っ
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
た
ん
で
す
ね
。

榊
桜
の
一
枚
板
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
身
を

切
ら
れ
る
思
い
で
穴
開
け
て
、
ま
た
一
基

入
れ
た
ん
で
す
よ
。

瀬
戸
あ
あ
、
生
ビ
ー
ル
の
サ
ー
バ
ー
を

立
て
た
わ
け
！
。
身
を
切
ら
れ
る
思
い
を

し
た
け
れ
ど
も
、
ま
た
幹
が
太
く
な
っ
て

商
売
繁
盛
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
カ
ウ
ン
タ

ー
を
穴
だ
ら
け
に
し
て
し
ま
え
よ
。
（
笑
）

榊
ベ
ル
・
ビ
ュ
ー
・
ク
リ
ー
ク
が
よ
く

出
ま
し
た
よ
。
何
か
に
つ
け
て
不
況
だ
っ

た
で
し
よ
。
だ
け
ど
ベ
ル
・
ビ
ュ
ー
だ
け

は
例
外
だ
っ
た
ね
．
あ
の
バ
ル
ー
ン
グ
ラ

ス
に
チ
ェ
リ
ー
色
が
オ
シ
ャ
レ
だ
し
ね
。

１
９
錨

霞 Ｌ,|崖
1ｈ１，

｡

榊
う
ち
で
も
、
ど
こ
で
も
飲
め
る
も
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
よ
っ
て
お
客
さ
ん
に
言
う

て
る
ん
で
す
よ
。
天
下
の
ア
サ
ヒ
さ
ん
は
、

ち
ゃ
ん
と
い
い
ビ
ー
ル
を
外
国
か
ら
輸
入

し
て
よ
そ
の
ふ
ん
ど
し
で
相
撲
と
り
は
る

い
う
て
。
（
笑
）

瀬
戸
ふ
ん
ど
し
い
う
た
ら
あ
か
ん
。
何

を
い
う
と
る
ん
や
。
（
笑
）
世
界
の
い
い
も

の
を
扱
い
ま
し
ょ
う
。
な
に
も
自
分
と
こ

の
技
術
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
と
、
ま
た
う
ち
の
い
い
も
の
は

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が
神
戸
人
の
い
い

貿
易
商
の
お
や
じ
の
血
が
流
れ
て
い
る

、穂…
負、宮、
；、ヨコニ

言寮Ｌ

‐＝罵慮員
９畳

塾、:！

大
ヒ
ッ
ト
中
、
ア
サ
ヒ
ス
タ
イ
ニ
ー

ｌ
ア
サ
ヒ
ス
タ
イ
ニ
ー
が
復
活
し
ま
し
た

ね
。瀬
戸
こ
れ
が
復
活
し
た
と
い
う
の
は
、

お
客
さ
ま
の
求
め
る
も
の
が
だ
ん
だ
ん
変

わ
っ
て
き
た
ん
で
す
。
お
客
さ
ま
っ
て
い

る
つ
ぼ

う
の
は
情
報
の
財
渦
の
な
か
に
い
る
ん
で

す
ね
。
そ
の
な
か
で
生
活
関
連
の
情
報
っ

て
い
う
の
は
身
近
な
問
題
だ
か
ら
い
っ
ぱ

い
頭
に
入
っ
て
る
わ
け
。
情
報
を
い
っ
ぱ

い
も
っ
た
お
客
さ
ま
と
い
う
の
は
自
己
主

張
を
し
て
く
る
ん
で
す
ね
。
自
分
の
思
っ

た
こ
と
を
ド
ー
ン
と
打
ち
だ
し
て
く
る
ん

で
す
。
自
分
が
得
た
情
報
を
自
分
流
に
編

集
し
な
お
し
て
、
ド
ン
ド
ン
発
信
し
て
く

る
ん
で
す
。

ｌ
エ
デ
ィ
タ
ー
で
す
ね
。

瀬
戸
そ
う
や
、
エ
デ
ィ
タ
ー
や
。
そ
の

お
客
さ
ま
の
発
信
し
て
く
る
モ
ノ
を
き
ち

ん
と
受
け
と
め
る
企
業
は
絶
対
に
栄
え
る

ん
で
す
。

ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
が
栄
え
て
る
の
も
、

お
客
さ
ま
か
ら
の
発
信
を
き
ち
ん
と
受
け

と
め
て
い
る
ん
で
す
よ
。
我
々
企
業
も
受

け
と
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
す
。
発

信
し
て
い
る
の
を
受
け
と
め
ら
れ
な
い
企

業
と
い
う
の
は
感
性
が
悪
い
。
ア
ン
テ
ナ

》
吟
』
》
》
》
》
娃
韮
毒
吋
舞
手
棒
郵
獅
諏
が

』
蝿
帝
轄
峰
趨
》
個
性
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い

で
Ｉ
終
、
に
て
れ

》
》
》
》
》
》
》
う
ま
誇
巷
断
し
、
こ
れ
か
ら
は

》
》
》
》
》
》
》
婚
砕
》
》
『
》
曇
》
岬
洞
》
州

崎
》
》
榊
岬
毒
》
和
り
立
っ
て
い
か
な
い
と
い
う

詞
天
唾
燕
郵
や
》
雛
時
代
で
す
か
ら
、
ビ
ー
ル
の

賊
蒸
磯
霊
個
澱
泌
篭

叶
御
言
現
旅
抑
批
趣
自
ず
と
海
外
の
企
業
と
手
を

組
も
う
じ
ゃ
な
い
か
、
海
外
へ
出
て
い
こ

－
う
じ
や
な
い
か
と
な
っ
て
い
く
ん
で
す
よ
。

そ
う
い
う
時
に
フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ー
ト
・

ん
ス
ロ
ウ
、
速
き
が
遅
き
を
食
う
ん
で
す
。

つ
い
い
と
思
っ
た
と
き
、
パ
ッ
と
飛
び
だ
し

一
、
て
い
く
、
こ
の
迅
速
さ
が
大
事
で
す
ね
。

八
ｌ
そ
れ
は
お
父
さ
ん
の
血
を
引
い
て
る
ん

色
で
す
ね
。

瀬
戸
貿
易
商
と
い
う
。
お
や
じ
ゆ
ず
り

Ⅲ
の
血
が
沸
い
て
き
た
ん
や
ね
。
居
留
地
の

も
ね
。
何
で
も
や
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う
の

」
は
、
そ
う
や
ね
。
神
戸
人
の
ハ
イ
カ
ラ
と

り
い
う
の
は
ね
、
何
で
も
い
い
こ
と
に
は
飛

畦
び
つ
こ
う
と
い
う
、
一
流
に
飛
び
つ
こ
う

い
っ
て
い
う
気
持
ち
が
あ
ん
の
よ
・
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今
年
は
世
界
で
ナ
ン
バ
ー
３
の
ブ
ラ
ン
ド

に
な
り
た
い
で
す
ね
。
機
能
性
に
つ
い
て

は
、
フ
ル
シ
ュ
リ
ン
ク
ラ
ベ
ル
で
清
潔
、

王
冠
が
手
で
開
け
ら
れ
る
イ
ー
ジ
ー
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ッ
プ
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ビ

ー
ル
を
ピ
ン
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
飲
む
。

さ
ら
に
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
の
ピ
ン
で
す
か
ら
、

環
境
問
題
に
敏
感
な
お
客
さ
ま
に
共
感
い

た
だ
け
る
し
、
ピ
ン
を
返
せ
ば
５
円
の
保

証
金
が
戻
っ
て
き
ま
す
か
ら
お
値
頃
で
す

よ
。
そ
う
い
っ
た
機
能
を
備
え
れ
ば
商
品

と
い
う
の
は
、
お
客
さ
ま
か
ら
ご
支
持
を

い
た
だ
け
る
ん
で
す
よ
。

榊
僕
も
な
ん
で
も
や
っ
て
み
な
け
れ
ば

気
が
済
ま
な
い
人
間
な
ん
で
ね
、
お
っ
ち

ょ
こ
ち
ょ
い
み
た
い
で
、
流
行
り
モ
ノ
に

さ
狸
が

す
ぐ
飛
び
つ
く
、
先
勝
ち
や
い
う
感
じ
で
．

店
を
２
店
目
、
３
店
目
と
変
え
て
い
っ
た

の
も
、
新
し
い
環
境
で
別
の
タ
イ
プ
の
店

を
つ
く
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。

瀬
戸
彼
ら
は
店
に
毎
日
出
て
お
客
さ
ま

と
対
話
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
わ
り
に
他
愛

な
い
こ
と
を
い
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
け

れ
ど
も
、
お
客
さ
ま
が
何
を
望
ん
で
い
る

か
を
、
キ
ャ
ッ
チ
し
て
る
と
思
い
ま
す
よ
。

ベ
ル
・
ビ
ュ
ー
・
ク
リ
ー
ク
も
こ
こ
の
店

の
個
性
で
す
よ
。
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
に

よ
く
似
合
っ
て
る
。
よ
そ
と
同
じ
こ
と
を

｢３５周年記念はあまり派手にしないで、４０周年があると思ってるから」「そのときまでもたんかもわか
らんし」「なんでやれん」と瀬戸社長が若い営業マンだったころからのおつきあいのおふたり、歯に衣着
せぬ会話が飛びかう

を
高
く
掲
げ
て
感
性
を
よ
く
し
な
い
と
い

け
な
い
。
社
員
全
員
が
感
性
の
い
い
会
社

に
な
ろ
う
よ
っ
て
い
っ
て
る
ん
だ
け
ど
。

そ
の
な
か
で
、
お
客
さ
ま
が
ビ
ー
ル
に

求
め
る
モ
ノ
は
、
三
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
品
質
、
さ
ら
に
機
能
性
、
あ
と

は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ん
で
す
。
ス
タ
イ
ニ

ー
の
な
か
に
入
っ
て
る
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

は
品
質
も
い
い
、
去
年
は
世
界
の
ビ
ー
ル

市
場
で
ナ
ン
バ
ー
４
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、

’

1》』Ｉ
》

と
か
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
を
入
れ
る
レ
ッ
ド

ア
イ
と
か
あ
り
ま
す
よ
。

瀬
戸
ウ
ン
、
ウ
ン
。
ス
タ
ウ
ト
と
卵
の

黄
身
、
ナ
ッ
メ
ッ
グ
、
砂
糖
な
ん
か
を
入

れ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
フ
ィ
リ
ッ
プ
。
そ
れ
に

卵
の
白
身
だ
け
を
い
れ
る
シ
ル
バ
ー
フ
ィ

リ
ッ
プ
。

榊
昔
、
ゴ
ル
フ
場
な
ん
か
で
は
よ
く
飲

ま
れ
ま
し
た
よ
ね
。

瀬
戸
榊
さ
ん
と
こ
で
「
今
日
は
ち
ょ
っ

と
元
気
が
な
い
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
フ
ィ
リ
ッ

プ
を
」
な
ん
て
広
め
て
い
っ
て
よ
。
う
ち

の
若
い
社
員
な
ん
か
で
も
知
ら
な
い
と
思

う
ね
。

榊
バ
ス
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

が
輸
入
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
ビ
ー
ル
）
を

ト
マ
ト
で
割
る
と
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
お
い

し
い
レ
ッ
ド
ア
イ
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。

瀬
戸
い
ろ
ん
な
ビ
ー
ル
の
カ
ク
テ
ル
を

榊
さ
ん
、
考
え
て
よ
。

榊
い
い
で
す
よ
．
ビ
ー
ル
の
カ
ク
テ
ル

を
ぜ
ひ
広
め
ま
し
ょ
う
。

℃
工
ｇ
ｏ
／
池
田
年
夫

神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
て

や
っ
て
も
あ
か
ん
。
昔
な
が
ら
の
い
い
と

こ
ろ
を
残
し
つ
つ
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
を

き
ち
ん
と
取
り
入
れ
て
変
え
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
ね
。

神
戸
で
一
番
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
神
戸
ら
し
い
ハ
イ
カ

ラ
な
こ
と
。
何
で
も
や
っ
て
見
よ
う
か
と

い
う
積
極
性
。
こ
れ
は
変
え
て
は
い
け
な

い
こ
と
で
す
よ
ね
。
変
え
る
こ
と
と
か
え

な
い
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
は
街

に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
で
す
。

ｌ
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
の
榊
さ
ん
が
つ
く

る
カ
ク
テ
ル
は
特
別
で
す
か
ら
ね
。
大
阪

や
京
都
か
ら
、
榊
さ
ん
の
カ
ク
テ
ル
を
飲

み
た
い
と
い
っ
て
く
る
お
客
さ
ま
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
も
の
ね
。

榊
そ
れ
は
ね
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
モ
ノ

を
作
っ
て
あ
げ
る
た
め
に
、
初
め
て
の
人

で
も
会
話
を
し
て
、
今
な
に
を
食
べ
て
き

は
っ
た
か
と
か
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
よ
う

に
頭
の
中
で
組
合
せ
し
て
作
る
ん
で
す
よ
。

ｌ
ビ
ー
ル
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
も
い
い
で

す
ね
。

榊
昔
か
ら
あ
る
カ
ク
テ
ル
に
は
、
ジ
ン

ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
で
作
る
シ
ャ
ン
デ
ィ
ガ
フ

ビ
ー
ル
の
カ
ク
テ
ル
を
広
め
よ
う

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



絵
に
描
い
た
夢
の
街

未
来
都
市
に

中
右
瑛
荊
蕊
画
家
》

夢と希望を運ぶ神戸空港

神
戸
の
街
に
は
名
物
が
山
ほ
ど
あ
る
．
世
界

一
の
パ
ー
ル
・
ブ
リ
ッ
ジ
。
異
国
情
緒
の
風
見
鶏

館
、
異
人
館
街
、
南
京
町
。
”
夢
風
船
“
で
布
引
山

の
ハ
ー
ブ
園
へ
。
ケ
ー
ブ
ル
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で

み
ど
り
の
再
度
山
、
六
甲
山
上
へ
。
百
万
ド
ル
の

夜
景
。
潮
風
薫
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
は
若
者
の

エ
リ
ア
。
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
の
あ
る
中
突
堤
、
メ
リ
ヶ

ン
パ
ー
ク
、
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
。
港
め
ぐ
り
の
ル
ミ
ナ

ス
、
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
、
パ
ル
デ
メ
ー
ル
が
行
き
交
う
。

ポ
ー
ト
ラ
ィ
ナ
ー
で
国
際
会
議
場
の
あ
る
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
へ
。
お
し
ゃ
れ
な
街
に
、
な
い
も
の
が
ひ

と
つ
あ
る
。
そ
れ
は
エ
ア
ポ
ー
ト
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク

も
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
絵
に
描
い
た
夢
の
街
・
未
来

都
市
が
出
現
す
る
。

震
災
と
い
う
不
慮
の
災
難
の
た
め
、
空
港
建
設

が
棚
上
げ
さ
れ
た
う
え
、
今
に
な
っ
て
反
対
と
い

う
の
は
、
何
か
納
得
し
切
れ
ぬ
思
い
が
あ
り
ま
す
。

専
門
家
諸
氏
が
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
思
考
し
た

末
、
出
さ
れ
た
建
設
へ
の
結
論
を
、
私
は
尊
重
し

た
い
の
で
す
。
こ
こ
数
年
、
私
は
博
多
の
大
濠
公

園
能
楽
堂
で
舞
踊
を
発
表
し
て
ま
い
り
ま
し
た
．

そ
の
能
楽
堂
も
、
建
設
に
あ
た
っ
て
県
民
こ
ぞ
っ

て
不
賛
成
で
あ
っ
た
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
能
楽
堂
は
現
在
能
楽
や
舞
踏
、
音
楽
会
等

の
催
し
に
活
用
さ
れ
、
立
派
に
県
民
文
化
の
場
と

し
て
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
今
は
不
要
と
思
う
も

の
も
、
時
を
経
て
大
き
な
実
り
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
こ
と
と
、
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

時
を
経
て
大
き
な

実
り
を
神
戸
空
港

若
柳
吉
金
吾
《
側
木
舞
製
》１

１
肥

子
供
達
に
夢
と
希
望
を

荒
津
正
美
《
神
戸
班
鵬
職
逃
食
喜
農
》

明
治
以
降
、
神
戸
の
街
は
、
世
界
に
開
か
れ
た

貿
易
港
で
あ
る
神
戸
港
を
中
心
に
し
て
発
展
し
て

き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
陸
・
海
・
空
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
人
・
物
・
情
報
の
交
流
が
世

界
的
な
潮
流
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
や
本
格
的

な
空
の
時
代
を
迎
え
、
空
港
は
飛
行
機
に
乗
る
人

だ
け
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
街
に
活
力
と
魅

力
を
も
た
ら
す
必
須
の
都
市
施
設
で
あ
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
市
民
の
一
日
も
早
い
生
活
の
復
興

を
実
現
し
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
確
保
を
図
る

た
め
一
刻
も
早
い
神
戸
空
港
の
着
工
を
要
望
す
る
。

特
に
二
十
一
世
紀
を
担
っ
て
ゆ
く
子
供
た
ち
の
た

め
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
や
り
た
い
。

美
燕澱翠J６画､『．
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一

■
■

雨
配
晒
画
画
陣
Ｕ
Ｉ
Ｉ
，

神戸空港は、時を経て大きな実りをもたらしてくれる。空の玄関口を備

えた都市が飛躍するのは世界の定石。“ＰｏｒｔｏｆＫＯＢＥ,，‘‘Airportof

KOBE，，海・空、二つのポートをもつ神戸の将来'性に期待が渦巻く。

U４

”
と
き
“
を
楽
し
む

”
時
“
は
最
後
の
賛
沢

上
根
保
《
練
一
カ
ミ
ネ
社
曇

こ
の
春
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
会
議
が
終
わ
っ
た

の
は
六
時
だ
っ
た
。
Ｍ
・
グ
ー
テ
ン
氏
は
、
「
さ
あ
、

こ
れ
か
ら
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
会
議
だ
！
」
と
席
を

立
っ
た
。
「
コ
ン
コ
ル
ド
の
奴
め
！
」
と
ウ
イ
ン
ク

し
て
親
指
を
立
て
た
。
ぼ
く
も
「
近
い
う
ち
に
！
」

と
手
を
上
げ
た
。
彼
は
会
う
た
び
に
人
間
が
大
き

く
な
る
。
先
日
、
ド
バ
イ
の
会
合
で
元
フ
ラ
ン
ス

大
統
領
の
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
氏
を
連
れ
て
僕

ら
の
会
議
に
加
わ
っ
た
。
彼
は
週
末
も
バ
カ
ン
ス

も
僕
の
数
倍
楽
し
ん
で
い
る
。
彼
の
時
間
節
約
術

の
キ
ー
は
近
く
の
エ
ア
ポ
ー
ト
に
あ
っ
た
。
飛
行

機
が
こ
な
い
僕
の
神
戸
、
そ
の
将
来
像
？
深
淵

を
覗
く
み
た
い
で
ゾ
ッ
と
す
る
。
情
報
力
も
、
進

取
の
精
神
も
萎
え
果
て
る
．

i乞う'1隻
屍

神
戸
の
未
来
を

神
戸
空
港
に
託
す

永
田
耕
一
〈
藤
）
永
田
塵
介
商
唐
社
長
》

国

偽“未来をひらく神戸空港
ｎｌｆＰＢｒｆｐ１ｍ８『

毎
画
毎
日
■

震
災
か
ら
の
復
興
を
優
先
し
な
い
で
何
が
空
港

だ
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
そ
れ
も

ひ
と
つ
の
考
え
方
で
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
ど
う

や
っ
て
復
興
を
こ
れ
以
上
に
進
め
て
い
く
の
で
し

ょ
う
か
。
震
災
前
に
比
べ
て
人
口
も
戻
っ
て
い
ま

せ
ん
し
、
こ
の
不
景
気
の
な
か
雇
用
状
況
は
ま
す

ま
す
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
神
戸
の
な
か

で
ど
の
よ
う
に
人
口
を
戻
し
、
雇
用
を
確
保
し
て

い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
何
か
今
ま
で
な
か
っ
た

機
能
を
こ
の
神
戸
に
付
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
、
神
戸
空
港
の
役

割
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
空
港
に

し
て
い
く
の
か
広
範
な
議
論
は
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
。

二
つ
の
Ｐ
Ｏ
ｒ
ｔ
の

実
現
に
！

渡
選
百
合
〈
森
）
マ
兼
シ
ン
社
長
》

「
Ｐ
Ｏ
ｒ
ｔ
ｏ
ｆ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ａ
ｎ
ｄ
Ａ
ｉ

ｒ
Ｐ
Ｏ
ｒ
ｔ
ｏ
ｆ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」

空
・
海
、
二
つ
の
ポ
ー
ト
を
も
つ
神
戸
の
将
来

性
に
期
待
が
渦
巻
く
。
世
界
を
見
渡
し
て
も
空
の

玄
関
口
を
備
え
た
都
市
の
飛
躍
は
定
石
で
あ
る
。

「
外
国
で
日
本
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
」
と
問
わ

れ
、
「
神
戸
で
す
」
と
答
え
る
た
び
に
誇
り
を
感
じ

る
神
戸
人
．
神
戸
マ
イ
ン
ド
、
神
戸
ス
ピ
リ
ッ
ト

を
翼
に
乗
せ
て
、
全
世
界
へ
発
信
し
よ
う
。
神
戸

っ
子
一
人
一
人
が
民
間
外
交
官
に
な
っ
た
気
持
ち

で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
発
揮
し
、
神
戸
へ
人
・

物
を
誘
致
し
、
可
能
性
の
実
現
に
向
け
て
英
知
を

傾
け
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。
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一
○
○
年
の
未
来
を
築
く

大
き
な
チ
ャ
ン
ス

夏
目
俊
一
一
《
卿
団
神
戸
代
表
》

む
ろ
ん
賛
成
で
す
。
宮
崎
前
神
戸
市
長
は
、
最

大
の
失
敗
は
新
国
際
空
港
誘
致
の
際
、
反
対
声
明

も

を
出
し
た
こ
と
だ
っ
た
と
洩
ら
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
都
市
経
営
の
難
し
さ
を
如
実
に
語
る
言
葉

と
し
て
、
そ
の
痛
み
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
神
戸

空
港
は
ア
ジ
ア
最
大
の
ハ
ブ
空
港
を
め
ざ
す
べ
き

で
す
。
な
に
よ
り
二
十
四
時
間
フ
ル
活
動
で
陸
・

海
・
空
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
が
自
在
に
迅
速
に
で
き

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
流
三
流
の
施
設
で
は

つ
く
る
意
味
が
な
い
の
も
同
じ
で
す
。
震
災
は
神

戸
に
破
滅
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
同
時
に
一
○

○
年
の
未
来
を
築
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
も
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
表
面
づ
ら
の
復
旧
で
は
な
く
、

都
市
再
生
の
絶
好
機
で
す
．
大
所
か
ら
の
展
望
を

見
た
い
も
の
で
す
。
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

生
粋
の
神
戸
っ
子
の
私
は
、
こ
の
地
を
、
ま
ず

地
震
が
こ
な
い
、
台
風
も
少
な
い
、
海
と
山
に
囲

ま
れ
、
こ
れ
ほ
ど
住
み
心
地
の
よ
い
と
こ
ろ
は
な

い
と
、
自
慢
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
予
期
せ
ぬ

落
と
し
穴
、
震
災
で
大
変
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
神
戸
を
華
や
か
な
活
気
の
あ
る
地
域

と
し
て
早
く
復
興
さ
せ
る
た
め
に
も
、
空
港
建
設

に
賛
成
で
す
．
先
日
も
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
中

で
、
拡
声
器
で
煩
わ
し
く
怒
鳴
っ
て
い
る
声
に
何

ご
と
か
と
見
れ
ば
、
空
港
反
対
の
署
名
運
動
で
し

た
。
そ
の
場
を
澄
ま
し
て
通
り
ま
し
た
も
の
の
、

内
心
穏
や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
陸
・
海
・
空
に

は
ば
た
く
神
戸
に
、
一
日
も
早
く
空
港
の
着
工
を

待
っ
て
お
り
ま
す
。

陸
・
海
・
空
に

は
ば
た
く
神
戸
空
港
を

花
柳
芳
一
《
日
本
舞
繍
零

'

蝿胃萱､｡。

ア
ジ
ア
各
国
を
見
渡
し
て
み
ま
す
と
、
空
港
ラ

ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の
、
国

境
の
壁
を
越
え
た
”
空
の
時
代
“
の
到
来
を
予
兆
さ

せ
ま
す
。
か
つ
て
、
神
戸
に
は
映
画
、
ジ
ャ
ズ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
海
外
文
化
が
水
揚
げ
さ
れ
、
神
戸

っ
子
が
愛
す
る
ハ
イ
カ
ラ
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
文
化
が
心
の
ケ

ア
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
ま
し

た
。
神
戸
空
港
が
空
の
結
節
点
と
な
る
こ
と
で
、

国
内
は
も
ち
ろ
ん
世
界
の
文
化
に
接
す
る
機
会
が

増
え
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
神
戸
っ
子

の
民
度
を
高
め
る
意
味
で
も
、
洗
練
さ
れ
た
文
化

に
出
会
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

陸・海・空のトランジットに

神
戸
空
港
を

文
化
の
窓
口
に

南
和
恵
酋
毒
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一
一
十
一
世
紀
の
神
戸
が
進
化

す
る
都
市
で
あ
る
た
め
に
！

瀬
戸
ロ
仁
三
郎
〈
（
社
）
神
戸
青
髪
羅
罰
理
事
長
》

－１

5Ａ画未来をひらく神戸空港
nirPnflprKOnI

２１世紀は国境の壁を越えた“空の時代“が到来する。神戸空港の誕生

は100年の未来を築く大きなチャンス。新しいまちづくりのビジョンと

新産業の創出をめざして、一日も早く神戸空港の着工を。

神
戸
青
年
会
議
所
は
一
九
七
○
年
代
か
ら
絶
え

る
こ
と
な
く
空
港
の
必
要
性
を
訴
え
続
け
、
提

言
・
提
案
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
我
々
は
空

港
を
つ
く
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
て
提
言
を
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
空
港
を
絡
め
た

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
新
産
業
の
創

出
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
特
に
、
震
災
以
降

依
然
と
し
て
下
降
を
続
け
る
神
戸
経
済
に
お
い
て
、

新
し
い
”
人
・
物
・
金
・
情
報
“
の
循
環
を
図
り
、

街
自
体
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
空
港
は
必
要
不

可
欠
な
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
神
戸
が
未

来
に
お
い
て
も
神
戸
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
神

戸
市
民
に
必
要
な
空
港
の
姿
を
議
論
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

あ
る
程
度
の
”
富
“
を
得
た
現
在
、
経
済
的
豊
か

さ
を
求
め
る
こ
と
が
、
誤
っ
た
生
き
方
の
よ
う
に
語

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
”
富
価
に
偏
重
す
る
こ
と
で
あ
り
、
”

富
“
そ
の
も
の
が
誤
り
な
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
”

富
“
が
教
育
や
文
化
そ
し
て
福
祉
を
充
実
さ
せ
る

要
因
だ
か
ら
。
後
世
に
、
ど
の
よ
う
な
”
神
戸
“
を

残
す
の
か
。
か
つ
て
広
場
（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
）
が

人
々
の
経
済
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

人
々
の
”
集
ま
る
と
こ
ろ
“
に
人
・
物
・
金
・
情
報

の
交
流
が
生
ま
れ
る
。
陸
・
海
・
空
、
す
べ
て
の

交
通
手
段
を
備
え
る
”
神
戸
“
が
、
歴
史
に
証
明

さ
れ
る
よ
う
に
、
都
市
間
競
争
の
”
勝
ち
組

を
な
り
、
街
を
、
市
民
を
豊
か
に
す
る
。

空
と
海
の
港
街

神
戸
ら
し
さ
を
未
来
に

西
村
隆
治
《
沢
の
鶴
羅
）
社
長
》

二
十
一
世
紀
は
、
自
然
・
環
境
を
大
切
に
す
る
、

つ
ま
り
風
土
を
大
切
に
す
る
べ
き
時
代
で
す
。
と

同
時
に
街
の
歴
史
と
個
性
を
大
切
に
す
る
時
代
で

も
あ
り
ま
す
。
ハ
イ
カ
ラ
神
戸
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
、
幕
末
の
開
港
以
降
、
港
と
と
も
に
形
成
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
空
の
港
の
比
重
の
増
す

二
十
一
世
紀
、
も
し
神
戸
が
空
に
ひ
ら
か
れ
た
港

を
失
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
間
違
い
な
く
、
神
戸
の

現
在
の
個
性
、
国
際
性
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
、
グ
ル

メ
都
市
、
お
し
ゃ
れ
感
覚
等
の
特
徴
も
消
滅
す
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
結
局
は
、
大
阪

の
住
宅
地
、
住
宅
都
市
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で

し
ょ
う
。

測
皿型

神
戸
空
港
は
街
を

市
民
を
豊
か
に
す
る

松
田
茂
樹
《
森
一
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
ｘ
社
長
》
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星
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馬
場
茂
明
氏
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
・
阪
神
シ

ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
学
長
）
に
よ
る
記
念
講
演

モニュメント除幕式のようす▲

鐸露f：

議蕊

１

☆
未
知
へ
の
道
づ
く
り

昭
和
四
十
四
年
、
兵
庫
県
に
よ
り
、
播
磨
の
地
に
「
い

な
み
の
学
園
」
は
つ
く
ら
れ
た
。
日
本
が
、
高
齢
化
社
会

に
入
る
前
の
年
に
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
学
習
の
場
と

礎
云
を
提
供
し
た
先
見
性
へ
の
評
価
は
今
も
高
い
。
こ
の

頃
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
六
十
九
歳
・
女
性
七
十
五
歳
で

あ
り
、
人
生
七
十
年
時
代
の
幕
あ
け
の
年
で
も
あ
っ
た
。

い
な
み
の
学
園
の
開
学
を
契
機
に
、
長
生
き
か
ら
長
寿

へ
の
意
識
が
一
県
者
層
の
間
に
浸
透
し
は
じ
め
た
．
そ
し

て
、
す
で
に
成
人
式
を
迎
え
た
、
高
齢
者
放
送
大
学
・
指

導
者
養
成
講
座
（
現
地
域
活
動
指
導
者
養
成
講
座
）
並
び

に
今
年
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
高
齢
者
園
芸
セ
ン
タ

ー
・
い
な
み
蕊
早
園
手
づ
く
り
の
店
・
高
齢
者
陶
芸
の

村
と
、
順
次
そ
の
内
容
が
整
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
高
齢
菅
が
ふ
れ
あ
い
と
と
も
に
そ
の
中
で
長
寿

社
会
の
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た

め
、
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
協
会
が
創
設
さ
れ
て
、
こ
れ

ま
た
二
十
年
の
歳
月
が
流
れ
た
．
以
下
、
県
内
四
支
部
の

設
置
、
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
等
を
経
て
、

昨
年
、
阪
神
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
開
学
し
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。

い
ま
、
三
十
星
霜
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
つ
つ
、
大
先

輩
が
築
か
れ
た
「
栄
光
と
伝
統
」
を
ど
う
継
承
し
、
新
し

い
時
代
の
梨
明
期
を
、
ど
う
形
づ
く
っ
て
ゆ
く
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。

節
目
の
年
を
慶
賀
す
る
と
と
も
に
層
承
と
飛
翻
」
の

中
で
受
流
と
共
生
」
の
息
吹
を
感
じ
つ
つ
、
「
未
知
の

世
界
」
へ
通
じ
る
道
を
創
造
し
て
ま
い
り
た
い
。

理
事
長
で
も
あ
る
貝
原
兵
庫
県
知
事
か
ら
の
挨
拶

'ず
L『

斑
'皇

歩

甥

藤

〃
一
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画

＃
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Ｅ
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▲モニュメントに刻まれた「惜福」の文字は貝原知事に揮奄をお願いし
たもの。幸運を周りにも分け与え大事にするという共牛の言華である
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p型
角

い
な
み
の
学
園
に
は
、
さ
わ
や
か
な
秋
風
が
吹
い
て
い
た
。
広
々

と
し
た
敷
地
の
な
か
、
静
か
な
木
も
れ
日
の
道
を
歩
い
て
い
る
と
、

す
っ
か
り
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

こ
こ
は
、
六
十
三
歳
以
上
の
高
齢
者
が
通
う
、
四
年
制
の
高
齢
者

大
学
で
、
五
十
八
歳
以
上
の
地
域
活
動
指
導
者
養
成
講
座
（
二
年
制
）

も
あ
る
。
取
材
日
の
午
前
中
は
、
中
央
に
あ
る
大
講
堂
で
豆
〈
庫
の

地
場
産
業
・
観
光
」
と
い
う
講
義
が
行
わ
れ
て
お
り
、
多
数
の
人
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
し
か
し
、
合
間
に
外
に
出
て
一
服
や
っ

た
り
、
血
圧
を
測
っ
た
り
す
る
人
も
い
て
、
の
ど
か
だ
。

陶
芸
教
室
で
は
、
花
瓶
の
制
作
中
だ
っ
た
。
作
り
方
や
形
も
い
ろ

い
ろ
。
漢
詩
や
花
の
絵
を
彫
り
込
ん
だ
り
、
抽
象
的
な
模
様
を
つ
け

た
り
と
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
に
自
己
表
現
し
て
い
る
さ
ま

が
見
て
と
れ
た
。
「
な
ん
の
取
材
？
ど
こ
か
ら
来
た
の
？
」
と
皆
さ

ん
に
や
さ
し
く
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
嬉
し
く
な
る
。

生
き
が
い
探
し
の
キ
ャ
靴
ハ
ス

～
高
齢
者
大
学
「
い
な
み
の
学
園
」
を
訪
ね
て
～

膳

木々の間に平屋建ての校舎が点在している

厩翰＝Ｆ

大諦堂で熱心に講義をうける生徒たち

再
び
大
講
堂
の
前
を
通
る
と
、
講
義
は
終
わ
り
、
歌
声
が
響
い
て

い
た
。学
園
長
の
三
木
肇
さ
ん
は
、
「
こ
れ
だ
け
広
い
敷
地
内
に
単
独
で

建
て
ら
れ
て
い
る
高
齢
者
大
学
と
い
う
の
は
、
全
国
で
も
例
が
な
い

と
思
い
ま
す
。
当
初
か
ら
『
高
齢
者
に
や
さ
し
い
』
と
い
う
事
が
念

頭
に
お
か
れ
、
木
造
平
屋
建
て
で
、
電
線
等
も
地
下
埋
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
」
と
、
い
な
み
の
学
園
の
特
色
を
語
っ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、

「
六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
人
生
は
、
本
当
の
自
分
の
能
力
を
フ
ル

に
開
花
で
き
る
、
人
間
と
し
て
最
高
の
時
期
。
過
去
の
肩
書
き
な
ど

に
と
ら
わ
れ
ず
、
現
役
時
代
と
違
っ
た
価
値
観
で
、
新
し
い
人
生
を

つ
く
っ
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ

く
り
、
社
会
参
加
の
三
つ
が
大
き
な
目
標
で
す
。
特
に
、
社
会
参
加

活
動
を
楽
し
み
、
自
分
自
身
の
生
き
が
い
と
社
会
へ
の
還
元
の
一
致

に
喜
び
を
見
出
す
事
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
」
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
今
後
、
い
な
み
の
学
園
が
目
指
す
も
の
と
は
、
何
だ
ろ
う
。

「
心
豊
か
に
、
生
き
が
い
と
感
謝
を
持
つ
生
活
を
送
る
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
い
う
の
が
理
想
で
す
。
で
も
そ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
や

ダ
ィ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
環
境
問
題
の
ゆ
く
え
と
密
接
に
関
係
し
て
い

て
、
高
齢
者
が
、
社
会
全
体
を
取
り
ま
く
問
題
に
無
関
心
で
い
て
い

い
わ
け
が
な
い
。
『
同
じ
状
態
で
い
た
い
の
な
ら
ば
、
自
分
が
変
わ

Ｆ一己

陶芸教室では皆が思い思いの作品をつくる

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
」

外
に
出
て
、
農
場
に
向
か
う
と
、
突
然
通
り
雨
が
あ
っ
た
。
一
緒

に
軒
下
に
か
け
込
ん
だ
人
に
話
し
か
け
て
ぷ
る
と
園
芸
学
科
の
Ｏ
Ｂ

だ
と
い
う
。

「
入
っ
て
き
た
と
き
は
腰
が
曲
が
っ
て
い
た
人
も
、
気
が
つ
い
た
ら

そ
こ
ら
辺
を
走
り
回
っ
て
い
る
よ
。
こ
こ
は
す
ど
く
楽
し
い
し
、
み

ん
な
、
「
生
き
が
い
」
っ
て
や
つ
を
ひ
つ
掴
ま
え
よ
う
と
、
必
死
だ

か
ら
ね
」

い
ろ
い
ろ
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
昼
を
ま
わ
っ
た

の
で
、
学
生
食
堂
へ
向
か
っ
て
み
た
。
午
後
か
ら
の
教
室
で
仲
間
と

弁
当
を
広
げ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
だ
。
ど
の
教
室
も
大
き
く
窓
が

開
け
放
た
れ
、
楽
し
そ
う
な
お
し
ゃ
べ
り
が
聞
こ
え
て
く
る
。

食
堂
で
定
食
を
頼
ん
で
席
に
つ
く
と
、
さ
っ
き
陶
芸
教
室
に
い
た

人
が
や
っ
て
来
た
が
、
「
午
後
か
ら
ま
た
、
忙
し
い
か
ら
、
も
う
行

か
な
き
ゃ
」
と
ご
飯
を
か
っ
込
み
、
す
ぐ
に
と
び
出
し
て
い
っ
た
。

そ
の
後
を
追
っ
て
、
私
も
駆
け
て
い
き
た
く
な
っ
た
。（

本
誌
恥
土
原
）

篭曇露錐
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唇食後、学生食堂の外でくつろぐ姿も

5９

垂

富室

農

蟻鋳譲

一
》
］宅抽

●
西

:識iｉ

園のむこうにマイカー通学者のための駐車場が見える
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